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世界の社会経済がどのように発展するかについて
複数のシナリオを作る

それぞれのシナリオ別に温室効果ガス(GHG)排出量を推定

排出シナリオ

GHG排出量と気候モデルから将来の気温・降水量変化を予測

気候シナリオ

将来の気候変化と影響評価モデルから将来の影響を予測

影響予測

温暖化の影響予測の手順



社会経済発展経路

•二酸化炭素
•メタン
•亜酸化窒素
•エアロゾル

•人口、エネルギー需給、経済
成長、技術進歩、土地利用など

•気温上昇
•海面上昇
•降水量変化

•洪水と干ばつ
•生物多様性
•動植物の健康
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気候変動問題の統合評価枠組

非気候因子
の変化



統一的な分析枠組みでの複数部門の経済影響評価
地球温暖化による被害の金銭換算 （シナリオと統合評価モデルの活用）

Takakura et al. (2019) Dependence of economic impacts of climate change on 

anthropogenically directed pathways. Nature Climate Change, 9, 737-741.
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複数部門の経済影響評価： シナリオ設定
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 計100 (5×4×5)種のシナリオ実験をセクタ別に実施
 気候変化の緩和策実施による影響は考慮していない

 気候変化影響のみに焦点を当てた

 自発的適応のみ考慮されている
 セクタ間の相互作用は考慮していない
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社会経済経路 GHG排出経路 気候モデル

Takakura et al. (2019) Dependence of economic impacts of climate change on 

anthropogenically directed pathways. Nature Climate Change, 9, 737-741.



複数部門の経済影響評価： 結果 (全球集計)
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 セクタ集計した経済損失は、SSP3-RCP8.5の場合、世界GDPの6.6% (3.9–8.6%)。
SSP1-RCP2.6の場合、世界GDPの0.8% (0.5–1.2%) ｡SSP2-RCP2.6の場合、世界
GDPの0.8% (0.4–1.2%) 

 全球規模では、SSPの違いによる経済損失の差は小さめ。

period:2080-2099 Takakura et al. (2019) Dependence of economic impacts of climate change on 

anthropogenically directed pathways. Nature Climate Change, 9, 737-741.



AR6で共通的に用いられた将来シナリオ： SSPとRCP

AR5では、代表的濃度
経路（RCP）シナリオが
使用された。

AR6では、5種類の共
有社会経済経路（SSP1

～5）と2100年時点の

おおよその放射強制
力（W/m2）を組み合わ

せたシナリオが使用さ
れている。

SSP1-1.9：温暖化を「わずかなオーバーシュートの後」2100年に1850-1900年比で約1.5℃に抑制し、
今世紀半ば頃にCO2を正味ゼロにすることを想定している。
SSP1-2.6: 温暖化を2℃未満に抑制し、今世紀後半にはCO2排出量を正味ゼロにする
SSP2-4.5：パリ協定に基づく削減目標の上限にほぼ一致する。このシナリオは、「気候政策の追加なし
」の参照シナリオから穏やかにそれており、その結果、最良の見通しでは21世紀末までに約2.7℃の温
暖化が起こる。
SSP3-7.0:追加的な気候政策を行わなかった結果、「高いエアロゾル排出を含む、特に高い非CO2排
出」を伴う中位から上位の参照シナリオ。
SSP5-8.5：追加的な気候政策を実施しない場合の高水準の参照シナリオ。SSP5-8.5のような高い排
出量は、化石燃料を使用するSSP5の社会経済発展経路においてのみ達成される。

出典： IPCC (2021) Cross-Chapter Box IPCC-WG1-AR6 /CrossChapter Box 1.4, Figure 1

Carbon Brief記事： https://www.carbonbrief.org/in-depth-qa-the-ipccs-sixth-assessment-report-on-climate-science-japanese/



SSP1(持続可能)
持続可能な発展が適度に早いペースで進む。不
平等は減少。技術進歩は速く、かつ低炭素エネ
ルギー源や土地生産性向上などの環境配慮の
方向を向く。

SSP5(在来型発展)
気候政策の無い状態では、エネルギー需要は
高く、またその需要の多くは炭素系燃料で満た
される。代替エネルギー技術への投資は低く、
緩和のために利用可能な選択肢も限られる。そ
れにも拘わらず経済発展は比較的早く、またそ
の経済発展は人的資本への大きな投資によっ
て推進力を得る。人的資本の改善は同時に、資
源のより公平な分配、頑健な制度、緩やかな人
口増加をもたらし、結果的に気候影響により良く
適応可能な脆弱性の低い世界となる。

SSP4(格差)
入り混じった世界。主要な排出地域で低炭素
エネルギー源の比較的急速な技術進歩があ
り、高い排出削減能力が期待できる。一方で、
発展が緩やかにしか進まない地域も存在。そ
れらの地域では、不平等は高いままで、経済
は相対的に孤立したものとなり、結果的に低
い適応能力のために気候変化への脆弱性が
高いままとなる。

SSP3(分断)
緩やかな経済発展、急増する人口、遅いエネ
ルギー部門の技術進歩に起因して、温室効
果ガス排出量は大きく、結果的に緩和が困難
な状況になる。人的資本への投資は低く、不
平等は大きく、地域化された世界で貿易フ
ローは減少、制度面の発展は望ましくない方
向に向かう。結果的に、多くの人々が気候変
化への脆弱性の高いまま、また世界の多くの
地域が適応能力の低いまま、取り残される。

SSP2(中間的シナリオ)
SSP1とSSP3の中間的なケース。

緩
和
の
困
難
度

適応の困難度

適応・緩和の困難度の２軸で特徴づけられた5つのSSP



5つのSSPベースラインシナリオ

世界人口（10億人） 世界GDP (兆ドル)

https://www.carbonbrief.org/how-shared-socioeconomic-pathways-explore-future-climate-change-japanese/

全球平均気温上昇 (℃)CO2排出 (GtCO2)



https://www.carbonbrief.org/how-shared-socioeconomic-pathways-explore-future-climate-change-japanese/

2℃達成には21世紀後半に負のCO2排出



世界平均気温は、本報告書で考慮した全ての排出シナリオにおいて、少なくとも今世紀半ば
までは上昇を続ける。向こう数十年の間にCO2 及びその他の温室効果ガスの排出が大幅
に減少しない限り、21 世紀中に、1.5℃及び2℃の地球温暖化を超える。

1850-1900年を基準とした世界平均気温の変化

IPCC第6次評価報告書第1作業部会報告書政策決定者向け要約暫定訳（文部科学省及び気象庁）図SPM8／表SPM1を基に作成
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html



地球温暖化の水準によるリスク

IPCC/AR6/WG2 報告書「政策決定者向け要約」環境省による暫定訳【2022年3月18日時点】図SPM3の一部を転載
https://www.env.go.jp/earth/ipcc/6th/index.html



• 会期：2022年6月20日 – 22日
• 会場：IIASA (オーストリア)

• 現地参加(約300人) ＋ オンライン参加（約200人）
• 主催機関

• ICONICS 
• 緩和と適応の学際的な研究及び評価の促進を目的とし

て、社会経済シナリオの開発プロセスを組織化
• IIASA (国際応用システム分析研究所)
• IAMC (統合評価モデルコンソーシアム)

https://scenariosforum.org/

【会合の目的】気候・持続可能性分析のた
めのシナリオ開発や利用に携わる多様な分
野の研究者の参加を得て、経験・知見・構
想の共有、連携機会の模索、研究課題の検
討などを行うこと。

Scenarios Forum 2022



1. 気候と社会の統合（気候リスク評価での曝露と脆弱性に関する社会変
化想定の精緻化を支援するSSPの拡充）

2. 地域規模での適用可能性（一方で、一体性をどう維持するか？）
3. 気候以外の問題との関連性（例：SGDs分析への拡大応用）
4. 政策研究での活用（政策無し参照シナリオとしてのSSPをベースに、

政策込み参照シナリオを目的別にどう作るか？）
5. 関連する視座や大局の把握（疫病や戦争；不確実性のカバー域）
6. シナリオの定期更新（現実とのズレの解消と共通利用シナリオとして

の安定性の間のバランス）
7. 利用者のニーズへの適合性（例：新たな金融セクタのニーズ；気象・

気候サービスの延⻑としての気候変化シナリオサービス）

第１回フォーラム（2019.3）で指摘
されたシナリオ枠組の課題



〇日本版SSPイメージ（SSP1
〜5各1ページのイラスト）

〇日本版SSP人口
〇日本版SSP（描写3ページ、
詳細情報15ページの叙述）

15

定量化情報

③都道府県の策定支援となる情報の整備

①叙述シナリオの構築 ②国内定量化情報の整備

パラメータ設定根拠

地域人口
パラメータ
設定根拠

気候変化の社会的影響や適応策の評価を支える基盤情報として、日本版社会経済シナリ
オを開発し、他PJや国内の関連研究課題へ提供

⼟地利⽤ダウンスケーリング

〇SSP1〜5の市区町村別人口推計

方法検討：
地域SSP構築事例から、議論
を踏まえて世界SSPを修正す

る方法。スケール変更、日本
の特徴反映、ガバナンス記
述を追加。

ユーザーニーズ：
ワークショップを開催し、影響
評価研究者、企業TCFD担当

者、政策担当者の意見を反
映。具体的には、日本版SSP

のタイトル検討とビジュアル
化。

日本の特徴：
中長期的計画を調査し、日
本シナリオデータベースを構
築。人口減少が顕著、原子
力発電割合に幅がある。

※〇は公開済みデータ・資料

気候変動影響・適応評価のための日本版社会経済シナリオの構築





叙述シナリオ・国集計人口シナリオ説明論文
https://doi.org/10.1007/s11625-019-00780-y

http://www.nies.go.jp/social/dp/pdf/

jqjm1000000pq981-att/2020_3.pdf

日本版SSP叙述シナリオの公開・配布
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世界SSP (rich-OECDs※)
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出⽣率 中 中 低 低 高
死亡率 低 中 高 中 低
移⺠ 中 中 中 中 高
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日本版SSP：社人研条件付推計から選定

※1 出生率1.0(2065年) ※2 出生率1.2(2065年)

※3 外国人移動25万人(2035年)

SSP1 SSP2 SSP3 SSP4 SSP5
出⽣率 高 中 低※1 低※2 中
死亡率 中 中 中 中 中
移⺠ 中 中 中 中 高※3

※ OECD加盟国のうちGDPが比較的高い国の群

日本の人口減少傾向を反映させることと自治体等における使いやすさを勘案して、国立社会
保障・人口問題研究所（社人研）による人口推計の条件付推計の中から、世界SSP1～5に対
応するものを選定した。叙述シナリオの議論にも適合する内容。

日本版SSPの人口シナリオ
※条件付推計：出生、死亡、外国人移動を仮定した詳細な感応度分析

０）世界SSPの日本域情報
→人口減少が顕著でない
１）世界SSPの出生率、死

亡率の想定に合う社人
研推計を選定

→シナリオ間の差が小さい
移民考慮できない

２）日本の人口減少傾向
を反映するように一定
比率を乗じる補正

→パラメータ等が不明なた
め説明しにくい

３）社人研の条件付推計
の中から２）と近いものを
選定

GDP

日本版SSPの叙述シナリオ構築と定量化情報の整備
SSP1～5に対応する日本の推計人口の選定



A-PLATで配信：https://adaptation-platform.nies.go.jp/socioeconomic/population.html

市町村別人口推計の公開・配布



2050年 2100年

全国

関東

※メッシュ人口推
計の結果イメージ

人口シナリオ：2050年と2100年の人口分布（例）



メッシュ別人口推計の公開・配布

A-PLATで配信：https://adaptation-platform.nies.go.jp/socioeconomic/population.html



1. 基準年の更新（将来
経路は保持）

2. 予測の更新（モデル式
やパラメータ更新）

3. 叙述シナリオの更新と
それに基づく予測の更
新

4. シナリオの開発・利用
枠組の刷新

共通シナリオの４レベル改訂戦略
（van Vuuren@SF2022）

図： Detlef van VuurenによるScenariosForum2022発表資料より

• 国別の人口シナリオと経済発展シナリオに
ついては、基準年変更ならびに過去約10年

間の趨勢変化に基づくモデルパラメータ変
更を行った「改訂版SSP」が近く公開される。

• 基準年変更に伴いCOVID-19とウクライナ侵
攻の効果が部分的に反映される。
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1.5℃よりさらに低い気温に戻すシナリオ？
Fujimori S, Nishiura O, Oshiro K, Hasegawa T, Shiraki H, Shiogama H, Takahashi K, Takakura J, Tsuchiya K, Sugiyama 

M, Asayama S (2023) Reconsidering the lower end of long-term climate scenarios. PLOS Clim 2(11): e0000318.
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• 高排出のSSP5-8.5の蓋然性がかな
り低くなってきたとの指摘
影響研究でもSSP3-7.0を上限シナリオと
して利用するケースが増加

• しかし、SSP3-7.0がエアロゾル排出
量が大きく森林面積減少が大きい
「特殊な」シナリオであることが十
分周知されていない

• SSP3-7.0では他のシナリオ群に比
べて昇温に比した降水量増加が小
さいことを示した
当面の影響研究でのCMIP6出力の使い
方の注意喚起

 CMIP7のプロトコル検討への提言

影響評価に際して注意が必要なSSP3-7.0シナリオの特殊性
Shiogama H, Fujimori S, Hasegawa T, Hayashi M., Hirabayashi Y, Ogura T, Iizumi T, Takahashi K., Takemura T (2023) 

Important distinctiveness of SSP3-7.0 for use in impact assessments. Nature Climate Change.



本日の内容に関連した資料

• 関連各省庁のIPCC第6次評価報告書ページ
– 気象庁：https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/

– 環境省：http://www.env.go.jp/earth/ipcc/6th/

• Carbon Brief (和訳)
– SSP: https://www.carbonbrief.org/how-shared-

socioeconomic-pathways-explore-future-climate-
change-japanese/

• 日本版SSP
– https://adaptation-

platform.nies.go.jp/socioeconomic/population.html

• SSPシナリオのアップデート
– https://data.ece.iiasa.ac.at/ssp




